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１．概要（Summary ）： 

X線 1分子計測法は、計測目的の生体分子 1分子の

特定部位に標識した金ナノ結晶の運動を計測するこ

とにより、～0.1 度程度の高空間分解能で生体分子の

動きを計測できるため、蛋白質の機能発現機構を解明

する手法として最近注目を浴びている。本試行的利用

課題では、ナノインプリント法を用いて、蒸着した金

薄膜を基板上でパターンニングし、サイズ制御した観

測プローブ（金ナノ結晶）を作製することを目的とし

てプロセスを行った。 

 

２．実験（Experimental）： 

数種の基板に電子線蒸着装置を用いて金薄膜蒸着

を行い、蒸着薄膜にナノパターンニングを行った。高

速高精度電子ビーム描画装置を用いて 50 nm□パタ

ーンを 10 mm領域に作製した Si基板をマスタースタ

ンパーとして、ナノインプリントシステムを用いて、

金薄膜を蒸着した基板上にレジストのアイランドパ

ターンを形成する。電子サイクロトロン共鳴イオンビ

ームエッチング装置の条件を検討し 50 nm サイズの

パターンニングを実現する。3D 測定レーザー顕微鏡

を用いてパターンの形成を確認した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion）： 

ナノインプリントシステムを利用して、金蒸着した

基板上に 50 nm アイランドパターンを形成する。エ

ッチング条件を検討することによって、基板上にアイ

ランドパターンを形成することに成功した。本試行的

利用の成功により、今後の応用への道が開かれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Image of nanoimprinted patterning on 

substrate. Island pattern of 50 nm size is observed. 

 

本研究により、試行的に行ったパターンニングは成功

した。今後は作製粒子数を増やすとともにパターンサ

イズの種類を増やし、蛋白質１分子動態計測への応用

を図ってゆきたい。 
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